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問題と目的 

 近年，健康に対する人々の関心は高まる一方である。

特に、わが国では，毎年２万人を超す人が自殺で亡く

なっており，精神保健といった心の健康を扱う学問も

その重要性を増しているといえよう。精神保健は「精

神の健康を維持，増進する営みとそのための学問(吉松

ら, 1993)」と定義されるように，たんに心の問題を扱

うのではなく，より能動的に心の健康を目指そうとす

るものである。そのひとつの鍵となるのが、「首尾一貫

感覚(Sense of Coherence，以下 SOC)」である。 
 A. Antonovsky(1979)は，「病気の原因や要因に着目

しその軽減・除去を目指す」に着目せず，「人間の健康

はどのように回復・維持・増進されるのか」に着目し

た健康生成モデルを提唱した。Antonovsky は，実際

に，アウシュビッツ強制収容所に収容された経験を持

つ人等を対象にした研究の中で，そのような悲惨な経

験をしても予後の適応が良い人たちがいることに着目

し，彼らが「なぜ健康でいられるのか」という要因を

追求した。それらの研究の中から，「SOC」が重要な

要因のひとつであることを見出した。 
 SOC とは，①“自分の置かれている状況を把握ある

いは予測し，納得できる感覚がもてる“という「把握

可能感(sense of comprehensibility)」，②様々なストレ

ッサーに対し，自分自身が所持あるいは周りの援助に

よりストレスに対する資源が確保されており，それを

使用することでストレスを処理することができる“と

いう「処理可能感(sense of manageability)」，③”様々

なストレッサーは自分に対する挑戦であり，歓迎すべ

きことである“という「有意味感(meaningfulness)」
の３つの下位概念から構成され，これらの感覚が強い

ほどストレスに強いとされる。 
 このような SOC の形成には，“一貫性の経験”，“過

小負荷と過大負荷のバランス”，“結果形成の参加”の

3 つの人生経験が挙げられており，それぞれ，把握可

能感，処理可能感，有意味感の形成に繋がるとされて

いる（Antonovsky, 1979,1987）。しかしながら，この

SOC が実際にどのような経験からどのように形成さ

れうるかという研究は少ない。 
 Antonovsky(1987)は，SOC の形成において，乳幼

児期から思春期における家庭環境，成功体験をはじめ

とする様々な人生経験，思春期から成人期初期におけ

る社会関係，といった要因が重要であり，SOC はこの

ような良質な人生経験によって形成されるとしている。

より限定的には，思春期における SOC の発達につい

て，「子ども時代に据えられた強い SOC のためのいか

なる基礎も，思春期にはひっくりかえることが予想さ

れる」とし，思春期の重要性を説いている。加えて，

木村ら(2001)，戸ヶ里(2008)は，Antonovsky(1987)が
SOC 形成に関する仮説において学校における重要性

を言及していないことを指摘した上で，SOC 形成にお

いて「学校」の果たす役割の重要性を述べている。ま

た、学習指導要領改正では、“変化の激しい現代社会に

おいて，学校で学んだ知識のみで社会生活を営むので

はなく生徒一人一人が自ら個性を発揮し，困難な場面

に立ち向かう力”とされる「生きる力」(文部科学省, 
2011)というキーワードが盛り込まれており、学校教育

の段階から困難な場面に立ち向かいよりよく生きる力

を積極的に育む方向性が示唆され、生きる力と SOC
の関係も考察されている(戸ヶ里ら, 2011)。実際に，戸

ヶ里(2011)は、学校生活におけるさまざまな参加経験
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の有無が SOC を左右することを示しており、基本的

な学校生活とともに，学校生活で大きな問題となる「い

じめられ体験」も同時に検討している。ただし、そこ

ではいじめの「有無」のみの検討に止まっているが、

一口にいじめといっても様々な様態があり(文部科学

省, 2009)、その影響力も異なることが考えられる。以

上から、いじめの様々な様態別の影響力をはじめ、学

校生活での各経験、それらを経験する時期など、より

複合的な視点から SOC 形成に重要な経験を検討する

ことが望まれる。 
 そこで本研究では，大学生・専門学校生を対象に，

学校生活体験といじめ体験が，SOC の形成にどのよう

な影響を与えるのかを検討する。 
 
方法 

調査参加者 大学生・専門学生 226 名（男性 52 名，

女性 173 名，性別欄未記入 1 名）を対象とした。 
調査手続き 講義中に質問紙を配布，簡単な質問紙

の説明をし，同意を得た上で回答させ，講義終了時に

回収した。 

倫理的配慮 本研究に用いられる質問紙において，

倫理的配慮が必要となるような質問が含まれていた。

よって，質問紙の記載において「いじめ」という単語

を一切用いず，質問紙の最後に緩衝効果を目的とした

記述式質問紙を付随させた。また，質問紙のフェイス・

シートにはインフォームドコンセントを記載し，質問

紙の実施前にそれを読み上げ，質問紙の実施中に回答

を中止することが可能な点を，参加者に口頭で説明し

た。 

 

質問紙構成 

(1) SOC 質問紙日本語版(SOC-29) 

 SOC 尺度は，山崎ら(1999)が開発した SOC スケール

の日本語版(SOC-29)を用いた。SOC の下位概念である，

「把握可能性」「処理可能感」「有意味感」を測定す

る項目，計 27 項目から構成され，7件法で回答を求め

た。 

(2)学校生活を問う質問紙 

 学校生活尺度は，岡田(2008)が作成した「学校生活

の下位領域に対する意識」において「友人」「学業」

「教師」「クラス」「進路」「部活動」「他学年」「校

則」の計 8 因子から，それぞれ因子負荷量の最も高い

項目をひとつずつ選択して使用した。 

 (3) いじめ被害体験を問う質問紙 

 いじめ体験尺度は，文部科学省の表記調査である「平

成 19 年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題

に関する調査」について」の「いじめの状況」から，

「2-6 いじめの様態」の項目を抽出し，若干の修正を

加え使用した。また，体験時期を，「小学 1 年～小学

3 年」「小学 4 年～小学 6 年」「中学」「高校」「現

在の学校(大学・専門学校)」の 5 つに区分し，それぞ

れの時期に，該当する項目の体験が「あった」場合に，

回答欄にチェックさせる 2 件法で回答を求めた。 

(4) 緩衝効果を目的とする記述式質問紙 

 緩衝効果を目的とした記述式質問紙は，①これまで

困難を乗り切った経験，②学校生活においてもっとも

楽しかった経験，の２つの記述項目により構成した。 
 

結果 

 指標の処理 SOC-29 下位尺度得点をオリジナルに

従って算出し，z得点化した。 

以下の分析は決定木分析を用いて検討した。 

学校生活感およびいじめ被害体験が現在の SOC に与

える影響（Figure 1） 「学校生活感」および「いじ

め被害体験」が，現在の SOC に与える影響を検討し

た。その結果，小学校低学年時に友達と上手くいって

おり，高学年時に先生に親しみを持ち，仲間外れを受

けなかった群が最も高い得点を示した。逆に，小学校

高学年時に先生に親しみを持てず，中学校において仲

間外れ・集団無視を体験した群は，最も低い得点を示

した。また，小学校高学年時に先生に親しみをもって

いても，同時期に仲間外れをされた群は得点が低かっ

た。 
学校生活感およびいじめ被害体験が現在の把握可能

感に与える影響（Figure 2） 「把握可能感」では，小

学校高学年において，クラス・先生・先輩後輩に親し

みを覚えていた群の得点が最も高かった。対して，小

学校高学年時にクラスに馴染めず，中学校時に友人と

の関係がうまくいかず，軽い暴力を受けていた群の得

点が最も低かった。また，中学時に友人との関係がよ

くても，小学校高学年時にクラスに馴染めず，軽い暴

力を被っていた群は低い得点を示した。 
学校生活感及びいじめ被害体験が現在の処理可能感

に与える影響（Figure 3） 「処理可能感」について

検討した結果，小学校高学年時にクラスと先生に親し

みを持ち，高校において友人との関係が良好であった

群が，最も処理可能感が高いことが示された。また，

小学校低学年時にクラスに馴染んでいたにも関わらず，

高学年時のクラスに馴染めなかった者は，最も低かっ

た。また，小学校高学年時のクラスに馴染み，高校時

に友人と上手くいっていた群は高い得点を示したにも

関わらず，加えて小学校高学年において先生に親しみ

を感じていなかった者は，平均値まで得点が低下して

いた。 
学校生活感及びいじめ被害体験が現在の有意味感に

与える影響 最後に，「有意味感」の検討を行った。結
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果，小学校低学年時に友達と上手くいっており，かつ

高学年時に先生に親しみを持ち，高校において部活に

やりがいを感じていたものは，有意味感が最も高いこ

とが示された。対して，小学校高学年時に先生に親し

みを感じておらず，中学生時に仲間外れ・集団無視を

受け，高校のクラスに馴染めなかった者は，非常に低

い最低得点を示した。

 

 

Figure 1  過去の学校生活体験・いじめ被害体験が現在のSOCに与える影響 
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Figure 2  過去の学校生活体験・いじめ被害体験が現在の把握可能感に与える影響 

 

考察 

本研究の結果から，過去の学校生活，いじめられ

体験が，現在のSOCの高低にどのように影響するかが

示された。これは，SOCの発達における思春期の重要

性(Antonovsky, 1987)や，学校体験がSOC形成におい

て重要な役割を果たしていること(木村ら, 2001,戸

ヶ里, 2008)といった仮説を概ね支持している結果

だといえる。以下に，SOC総得点，把握可能感，処理

可能感，有意味感の順に考察を行っていく。 

SOC総得点 SOC総得点の高群と低群を大別する

要因は大きく２点示された。 
まず１点目は，小学校高学年時の“先生との親しみ”

である。小学校高学年は，児童期，及び思春期それ

ぞれ重複する時期といえる。戸ヶ里(2008)は、思春

期におけるSOC形成の重要性にについて以下のよう

にまとめている。すなわち、“Erikson, E. H(1982)
は，ライフサイクル論のなかで，思春期（青年期）

の発達課題を自我同一性の確立としており，それは

周りの人々との関係から獲得されるとしている。さ

らにEriksonは，思春期の中心課題は，「自分の行為

を統合する」「自分が理解する社会的現実内で明確な

パーソナリティを発展させる」「経験を制御する自分

自身の方法が…周りの他の人々が経験を制御し，そ

うした制御を認知する首尾よい方法の変形であるこ

とへの気づきによって，活力ある現実感覚を得るこ

と」としている。この Erikson の提案の中に

Antonovsky(1987)はSOCの三要素を見出しており，

「首尾よい変形」「現実感覚」は把握可能感，「そう
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した制御を認知する」は処理可能感，「自分の気づき

…活力ある」は有意味感を暗に示すとしている。”と

している。以上のように思春期という時期の体験が

SOC形成において重要であることは示されているが，

児童期はどうだろうか。水野(2009)は，Erikson, E. 
H(1982)のライフサイクル論における児童期の心の

発達について，「児童期の葛藤は，自分と他者，自分

と社会的要請など，自分と何か別の対象との間で生

じる葛藤といえます。この葛藤を解消し，社会的要

請にうまく応えられたり，自分のしたいことを首尾

よく達成できる体験を通じて，子どもは有能感を獲

得すると考えられます。」と記している。上記のよう

な，社会的要請に応えたり，自分のしたいことを達

成という点は，「一貫性の経験」，「過小負荷と過大不 

 
Figure 3  過去の学校生活体験・いじめ被害体験が現在の処理可能感に与える影響 
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Figure 4  過去の学校生活体験・いじめ被害体験が現在の有意味感に与える影響

可のバランス」「結果形成への参加」というSOCを形

成するための良質な人生経験の一翼を担うのではない

かと考えられる。そこにおいて，この時期の子どもに

とって生活の大半を占めるのが学校であり，要請の指

示，あるいは，子どものしたいことの承認にあたって

は，先生(教師)がその役割を担うと思われる。このこ

とから，思春期とともに，児童期という時期，また先

生という人物が，SOCの形成にとって重要になること

が示唆される。２点目は，小学校高学年・中学生での

“仲間はずれの体験”である。なぜ，悪口や，暴力，

盗みといった他のいじめではなく，仲間はずれという

形態のいじめが甚大な影響を及ぼすのであろうか。こ

れを説明するために，虐待の知見が役立つかもしれな

い。虐待は，主に以下の4種，すなわち，①殴る蹴る

といった「身体的虐待」，②罵声や批難を浴びせる「心

理的虐待」，③性行為の強要といった「性的虐待」，④

養育を行わないといった必要な関係性を持たない「ネ

グレクト」に分類される。また，岡野(1996)は，PTSD
との関連から，身体的・心理的・性的虐待のような関

係性のある外傷体験を「陽性外傷」，ネグレクトのよう

な関係性のない外傷体験を「陰性外傷」と説明した上

で，強烈で精神を圧迫するような体験，すなわち「陽

性外傷」による外傷よりも，「陰性外傷」のほうがさら

に深刻な影響を及ぼしかねないとしている。痛々しい

関係性が継続するよりも，関係性自体を失くすことへ

の深刻さを示している。このような知見から，悪口や，

暴力，盗みといったいじめ体験を「陽性外傷」と同等

の性質をもつもの(陽性外傷的いじめ)，仲間はずれ・

集団無視といったいじめを「陰性外傷」に相当するい

じめ(陰性外傷的いじめ)と位置付けることができよう。
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そうした場合，先に述べたSOC形成にとって重要な時

期である児童期・思春期に渡る時期に「仲間はずれ・

集団無視」を受けると，他のいじめよりも深刻な影響

となり，後の良質なSOCの形成を阻害する大きな要因

になる可能性が示唆されるのである。 
把握可能感 把握可能感の形成には，「一貫性の経

験」，すなわち，「ルールや規律が明確で，さらに，そ

のルールについての責任の所在も明確で，ルールのほ

か全体的な価値観もまた明確であること」に基づいた

経験が重要とされている。結果からは，まず，小学校

高学年という同時期に，クラス，先生，先輩・後輩と

いった人間関係が肯定的だったことが，高い把握可能

感につながる可能性が示されている。ここからは，同

時期に様々な人間関係が“一貫”して肯定的という点

と，主観的な意味づけとなる友人関係よりも，クラス，

先生，先輩・後輩という“明確”な関係性という点の，

２つの点が見出される。また，小学校高学年・中学校

での軽い暴力を受けることが，低い把握可能感につな

がる可能性も示された。言葉によるいじめや，関係性

を狙ったいじめでなく，身体的な暴力が影響を及ぼす

可能性があることについては，ここでも明確さが一つ

の要因になると思われる。すなわち，言葉によるいじ

めや関係性をねらったいじめについては，いじめを受

ける側の解釈によりその影響度を左右する余地がある

といえる。しかし，身体的な暴力の場合，ふざけか否

かという受ける側の解釈の自由度はあるにせよ，身体

的な痛みという明確な感覚が生じることや，「叩かれた」

＝「いじめ」という典型的なわかりやすさを持ちやす

いことが考えられる。このことから，明確さ，わかり

やすさが，否定的な意味で強まる場合，将来的な把握

可能感を弱めてしまうことにつながる可能性も示唆さ

れる。 
処理可能感 処理可能感の形成には，「過小負荷と過

大負荷のバランスの経験」，すなわち，「まわりからの

要求がその人がもっている能力や手段を超えていて，

実行できないこと」と，「その人がもっている能力や手

段を十分に使う必要もないくらい弱い要求」の間のバ

ランスの取れた経験が重要とされている。 
結果からは，以下の 2 点が読み取れる。１点目は，

小学校高学年でのクラスや先生，高校生での友人とい

った関係が肯定的だった群が処理可能感が高かったこ

と。２点目は，小学校低学年ではクラスに肯定的な感

覚を覚えていたが，小学校高学年でクラスに肯定的な

感覚を持たなかった群は処理可能感が低くなることで

ある。つまり，上記のようなバランスの取れた経験と

いうのは，いじめのような単発的な経験よりも，小学

校低学年から高校生になるまで日常生活の積み重ねを

通して育まれる可能性が考えられた。 

高学年時に同様であっても，ストレスの性質自体が

大きく変化しなかったことから，“クラスに対して親し

みをもてない”というストレスに対する対処(順応)が
できていたと考えられる。対して，低学年時のポジテ

ィブなクラスでの感覚を体験した群は，一度その感覚

があったにも関わらず，それがなくなったという喪失

体験により，より大きなストレスを感じることで低い

得点になったことが考えられた。また，このバランス

の経験というのは，小学校低学年にはできていたとし

ても，小学校高学年でつまずくと，これまでの低学年

の経験をひっくり返してしまうほどの影響力が示され，

特にこの小学校高学年という時期がまた重要である可

能性が考えられた。 
有意味感 有意味感の形成には，「結果形成への参加

の経験」，すなわち，「自分たちの前に設定された課題

を快く受け入れ，自分たちでその課題を行うことに責

任をもって，何をするのかしないのかを決定する」経

験に基づいた経験が重要とされている。 
有意味感の結果においては，最高群・最低群ともに，

小学生低学年から高校生までの時期に，肯定的なそれ

様々な人間関係を経験していたことが示されている。

Antonovsky(1987)は，「有意味感を獲得するためには，

社会的に価値あるものとみなされることがどうしても

必要であるが，人の役割はより広域な社会では価値が

認められずとも，ある下位文化，あるいはその人にと

っての重要な他者によっては，社会的に価値あるもの

とみなされるのかもしれない」としている。このこと

は，学校という下位文化においても，先生・クラス・

友人といった様々な人間関係の中で，結果形成への参

加の経験が育まれ，その社会的価値を見出されること

により良好な有意味感に繋がっていく可能性を示唆し

ているといえよう。また，有意味感の最低群は，

z=-1.064 という非常に低い値を示しており，SOC の

下位概念の中でも特に有意味感が，今回測定した学校

生活・いじめ体験の影響を最も受ける可能性を示して

いる。 
本研究の限界 本研究では，学校環境・いじめとい

う限定的な要因に絞っており，家庭環境をはじめとす

る，他の要因の影響を考慮していないという点が挙げ

られる。また，本研究では回顧的に当時の学校・いじ

め体験を問う形で調査を行ったため，当時の体験がSOC

を左右したのか，現在のSOCが当時の体験への意味づけ

を左右したのかまではわからないという点が本研究の

いまひとつの限界である。 

本研究の特長 ①SOC形成に関する長期的影響を描

きだしたこと，②SOCに及ぼすいじめの発生時期・発生

形態を明らかにしたこと，③先生の関わりがSOCの形成

を左右する可能性を見出したこと，④陰性外傷的な人
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間関係がSOC形成により深い影響を与えうることを示

した，等が本研究の特長として挙げられる。 

 今後の展開 今回調査した以外の要因を検討するこ

と，あるいは縦断的に調査を行うことでSOCの形成を調

査すること，実際にSOCの強い人が現代社会でどのよう

な生き方・対処・考えをしながら生きているか調査す

ること等が考えられる。 
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